
132 

4000MCにbける太陽雑音源探知装置(第3報)

一一増設計画及び調整法の改良一一

1.増設計直

1.序

5エレメシトの探知装置は1953年春に完成し，川そ

の後毎日観測を行って所期の成果を治めている・併し

乍ら太陽面上の活動1犬況を詳細に調べるには筒分解能
その他の点で不充分であり， URSI第 5分科会の要望

もあって是非近い将来に増設を行い度いと思ってい

た.幸い関係方面の御声援により昭和28年度科学研

究費の機関研究一一太陽面現象に伴う宇宙線中性子・

太陽電波の相互関係ーーの一部としてこれを実現する

運びとなった.即ち 1954年春にはア Yテナを 3基地

室生して8エレメ y トlこすると同時に，各ア yテナに同

侃波を観測する為の信波裕子を附ける工事を完成させ

る予定である.

2.アシテナ問の距般

5エレメ y トに 3エレメ y トをそのままF付け加えた

のでは，主ピームの舗が狭く なってそれ等の間隔は変

らなL、から，(2)大腸が何れの主ピームにもかからない

時聞が増して来る.これは少いエレメ y ト数で出来る

だけピームを鋭く し度いと云う要求から考えて不利で

ある.従って面倒ではあるがアy テナ聞の距離を増し

てビーム間の間隔を狭めることにした.

以前の計算(2)によると アyテナ8個の場合には距

離が6.55mになっているが，これは太陽の電波的視

直径が光学的のものよ り約 2'大きいこと仰 が無視さ

れている.これを考慮に入れると 6.15mと云うこと

になるが，南中から離れるに従ってピーム聞の間隔は

広がるから，11)南中前後1r時間以内で太陽が主ピーム

にかからない位置が存在すればよいと云う考え方をす

れば更に多少ピームを鋭くすることが出来る.このえ

ま也からアンテナ聞の距離は6.45m.llsち86波長と決定

しナニ・

実際には5エレメ y トの中心のア yテナ1基だけは

そのままとし，他の4Aは少しずつ外方へずらせ，更
に新し く東側に1基，西側に22!きを置くことにした.

3.指向性

8エレメ y トで'Tyテナ聞の短維を 86波長にした

場合の指向性を第1図(a)に示す.主ピームの間隔は

田中春夫 柿 沼隆清

40'，半値幅は 4.5'である・第1図(b)には比較の為従

来の5エレメ y !-， 80波長の指向性を示した.12)

4.アシテナ等価温度の推定13)

8エレメ y トにすると，主ピーム の中心方向の利得

は増し合成損失が無くなる一方，ピームカ:鋭くなって

静かな太陽から受ける信号は減り，叉伝送路が長く

なって伝送損失が1脅す.そこで1つのアシテナを用い

て単独に受信した場合の雑音入力と以前の織に比較

すると， (1)アy テナの電力利得は8倍にな り， (2) 

指向性が鋭くなる為に入力は 0.2倍になり， (3)導波

管約 26.5m及び同戦ケープツレ 1mの損失が 1.73db 

(0.67)(1)になるから，結局単独の場合の 1.02倍とな

る.

単独の場合の雑音入力は等価ia度にして2880Kで

あるから，(1)8エレメ γ トの場合にはビーム の中心と

静かな太陽の中心とが一致したとき2940Kとなる計

算.である.但しアy テナを全部空に向けたときにも大

地からのj廠i曳と伝送損失の為に受信機入力端において

1060 Kの雑音入カがあるから，静かな太陽を見たと

きの記録波形は1200K附近と 4000K附近の聞を往

復することになる.

これを5エレメ γ トの場合と比較すると，受信機η

感度を悶ーとして静かな太陽に対する記録の振偲は約

1.5倍に，SZ?古車高射に対しては約2.5倍になる.叉逆に

異常輯射に対する絞れを同ーとすればベyのフラツキ

が2.5分の1i二減少する結果になる.

5.円偏波測定装置

異常騒Mには国側波が含まれていることは夙に知ら
れている.(4)併し個々の源から発ぜられる電波の河1南

波を知ることは更に意味方:深い.叉例えば近接した2

つの異常砲射源からの電波が互に逆方向に図録するj-q
偶波である様な場合があれば両者を分解することも可

能な答である・

同{弱波を直線{周波に直して受信するには2つの方法

が考えられる・第1は反射鏡の前方に所謂4分の1波

長板を置く方法で，(4)第2は励振アジテナに Hllの月

形導波管を用い，単方向の 90。移相苦手を返して HOlの

短形導波管に導〈方法である.(51f可れも右趨りか左廻
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第1図 8及び 5:r.レメ y トの指向性
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(a) 

(b) 

りかを見る為に交信する直線偏波の方向と位相を遅ら 来る，Jl[lち5エレメ y トの場合に比し分解能は2倍近

せる方向とは相対的に土45。回伝出来る織にしなけれ くなり，点源に対ナる感度を司じにすればベyのフ

ばならない.

検討の精巣機械工作が

簡単でJI;j波数変動に対す

る影符が少いと云う点で

現在のア y テナの前に

国伝出来る偏波祐子を附

けることにした.その主

要寸法を第2図に示す.本

これ等は共j盃のシャフ ト

と可授シャフトとを用い

て短時間の中に一度に

90'回;去することが出来

る織に fる筈である.

6，結

以上述べた慌に今回の

増設により性能は飛限的

に向上することが期待出

~:df 

¥十_/'/
第2図 {同波裕子

ラツキは2，5分のlになり， 更に各点源からの電波の

同{高波をも独立に観測することが出来る様になる.

これをすーストラリヤの32エレメ Y トのもの{むと

比較すると，分解能が1.5分のlで多少劣る外はE各巴

同等の観測が出来るから，両者の比絞も今後興味ある

問題である.

II.調整法の改夏

探知波置のア yテナオミのm気的調整にはア yテナ利
f与を全部等しくすることと位相関係を正しく合わせる
こととがある.(1)

アンテナ剃f与をすべて等しくするには各tを太陽に

向けて記録の振れを比設しなけれ!まならない.併しア

y テナ系を組立ててしまった後ではマジツグ Tをiill.

る度に電力が2分のlになってしまうから振れが極め

て僅かで.，各ミを5・j皮よく比絞することは到底出来な
い.叉位同を合せるには相臨時る 2つのアY テナの干渉

図形を次々に取って行くのであるが，こ のと きもマ

- 現在ニ町方式I~関する震計責車川・な< ，何-nU7.哩そのままの計算式主用いている屯しいo'，電界6'1名子に卒f守なF置の1こ対しては当然修正を
加えな け nlJ. '~.;ないものと考えιれる.ニニに挙U'f，二寸法1;::，基準面l、関しては MIT，Rad， Lab， Ser.， Vol， 10.5，23節目計算招来
を1日ぃ， lr! ;~1名手内の波長者 l 波長(1/2 波廷の(.'l;X)と して絡子の両面以おげる反射0・tr n'f -;1t晶 fま」長定した也 のでる る.
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ジツグ Tの為に振れは小さ〈なり調整の精度が上ら ない側路分肢とに向調棒を挿入し， H分阪で整合をと

ない. る様にした.通常の観測には穴を短めておくことは勿

そこでこれ等調整の精度をよくする為に，アy テナ 論である.

利得の調整に際しては伝送路中のすべてのマグッグT 叉この様にして 1つのアソテ+入力だけを逮続的iこ

を，叉位相調整に際しては相隣る2つのアyテナ入力 受信すh{f，探知装置でなく通常の強度測定装置とし
の合成に必要でないすべてのマジツグ Tを，曲り導波 ても使用することが出来る.現在も時々これを行うこ

管と同じ織にして絞れを大き〈ずることが望ましい. ともある・ (昭和29年1月31日)

これを実現する為に第3図の如く E分肢と，必要で

① 

② 

第3図切換装置をつけたマジッグ T
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